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1． 背景と目的 

気候変動や海面上昇に伴い，海岸侵食が進行している．我が国は沿岸域に人命や資産が集中しており，海岸線の

後退は重大な課題である．砂浜海岸の既往研究が比較的多いのに対し，岩石海岸の一形態である崖海岸については

1960-70年代に主に福島から千葉の崖海岸で後退速度が算定されているものの研究例が限られている．本研究では，

崖海岸の後退速度を推定するモデルを構築し，国内の崖海岸の後退速度を推定することを目的とする． 

 

2．方法 

Young et al. (2021) が，カリフォルニア州南部の崖海岸で侵食土砂量と波浪，降雨の間に相関があることを示して

いることを参考にして，侵食要因と考えられる波浪と降雨のデータをもとに後退速度を推定するモデル式を重回帰

分析によって構築した．目的変数には，1975 年前後から 2010 年前後の約 35 年間を解析期間とし，地理院地図によ

る空中写真の解析で得た，消波堤があり波浪の影響を正確に反映できない崖海岸を除く国内計 19 地点の崖海岸の

後退速度𝑣(𝑚 𝑦𝑟⁄ )（阿久津，2020）を用いた．説明変数には，波浪と降雨それぞれに関する 2 つのパラメータを用

いた．データ解像度の高さから，波浪は 2008 年以降，降雨は 2006 年以降のデータを利用した． 

波浪のパラメータとしては，気象庁が提供している Coastal Wave Model の波浪解析・予測データより，2008-2015

年の年平均波浪エネルギーフラックス（猿渡ら，2013）を算定した． 
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𝜌𝑔2
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ここで，𝑃：波浪エネルギーフラックス(𝑘𝐽 𝑚 𝑠⁄⁄ )，𝜌：海水密度(𝑘𝑔 𝑚3⁄ )，𝑔：重力加速度(𝑚 𝑠2⁄ )，𝑇：有義波周期

(𝑠)，𝐻：有義波高(𝑚)である．𝑃を年平均に換算したものを𝐸(𝑘𝐽 𝑚 𝑦𝑟⁄ )⁄ とする． 

降雨については，レーダー・アメダス解析雨量を用いて算定した，2006-2017 年の年平均降雨強度係数𝑅（Renard 

et al. ,1997）を用いた． 
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ここで，𝑅：年平均降雨強度係数(𝑀𝐽 𝑚𝑚 ℎ𝑎 ℎ 𝑦𝑟⁄ )，𝑌𝑟：解析期間(𝑦𝑟)，𝑛：年間降雨事象数，𝐸𝑖：任意の降雨事象𝑖

における降雨の運動エネルギー(𝑀𝐽 ℎ𝑎⁄ )，𝐼30𝑖：任意の降雨事象𝑖における 30 分最大雨量(𝑚𝑚 ℎ⁄ )，𝐸0𝑖：降雨 1mm あ

たりの運動エネルギー(𝑀𝐽 ℎ𝑎 𝑚𝑚⁄ )，𝑟𝑖：任意の降雨事象𝑖における降水量(𝑚𝑚)，𝐼𝑖：任意の降雨事象𝑖における降雨

強度(𝑚𝑚 ℎ⁄ ) である． 

 

3. 結果 

𝑣, 𝐸, 𝑅を標準化して重回帰分析を行い，後退速度を推定する以下のモデル式⑴を得た． 

𝑣 = 0.84𝐸 + 0.0031𝑅  ⋯⑴      
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   図 1：後退速度𝑣の実測値と推定値の比較               図 2：後退速度推定マップ 

 

空中写真解析で得られた崖海岸の後退速度の実測値と，式⑴で算定した推定値を比較し検証を行ったところ，決

定係数は 0.66 となり後退速度を良好に推定できていることが確認された（図 1）．実測値と推定値の差が生じた原因

として，モデルで岩石強度の影響を考慮していないことが考えられ，今後検討が必要である． 

モデル式を国内の崖海岸に適用した結果を図 2 に示す．後退速度の推定値は沖縄県で最も大きく，次いで本土の

太平洋側で大きい値となった．推定値が大きい福島県から千葉県の太平洋沿岸，伊豆諸島の新島，沖縄県の崖海岸

では，崩壊が多数報告されており（宇多ら，1992；森ら，2006；渡嘉敷ら，2011），妥当な結果が得られたと考えら

れる．しかし，岩石強度など他の影響要因を考慮できておらず，また日本海側の崖海岸の侵食に関する情報は十分

に得られていないことから，今後更なるモデル改良および妥当性の確認が必要とされる．  

 

4． まとめ 

本研究では，崖海岸の後退速度を推定するモデルを構築し，後退速度が大きい国内の崖海岸の分布を確認した．

後退速度が大きいと推定されたのは沖縄県，次いで本土の太平洋側であり，波浪エネルギーと強い相関が確認され

た．本研究では考慮しなかった岩石強度など他の要因も考慮し，モデルを改良する必要がある． 
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